
かなり苦しい 18%

やや苦しい 39%まあまあ 37%

ややゆとり 4%

かなりゆとり 1% NA 1%

金属労協のベア要求と回答（個別企業の上段は要求、下段は回答）

2014年 2015年 2016年 2017年

連合 1％以上 2％以上 2％程度 2％程度

金属労協 １％以上 6000円以上 3000円以上 3000円以上

4000円 6000円 3000円

2700円 4000円 1500円

4000円 6000円 3000円

2000円 3000円 1500円

トヨタ自動車

日立製作所
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降
格

減
給

諸
手
当
の
廃
止

相
対
評
価

不
透
明
な
査
定

年
功
賃
金

自
動
車
と
電
機
の
産
業
別
労
働
組
合
は
２
０
１
７
年
の

春
季
労
使
交
渉
で
、
基
本
給
を
底
上
げ
す
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ

（
ベ
ア
）
に
つ
い
て
月
額
３
千
円
を
統

一
要
求
す
る
方

向
で
調
整
に
入
り
ま
し
た
。
16
年
交
渉
と
同
額
の
ベ
ア
要

求
と
な
り
ま
す
。

16
年
春
闘
は
３
千
円
を
要
求
し
、
回
答
は
そ
の
半
額
の

１
５
０
０
円
で
し
た
。
過
去
を
遡
る
と
14
年
は
４
千
円
要

求
に
対
し
２
千
円
の
回
答
、
15
年
は
６
千
円
要
求
に
対
し

３
千
円
の
回
答
で
、
全
体
で
実
現
し
た
の
は
要
求
額
の
40

％
と
い
う
結
果
が
続
い
て
い
ま
す

（左
下
の
表
）
。

去
年
の
日
立
製
作
所
の
春
闘
結
果
は
１
５
０
０
円
の
回

答
で
あ
り
賃
上
げ
を
実
感
で
き
る
水
準
に
は
ほ
ど
遠
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
も
同
程
度
と
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

電
機
労
働
者
懇
談
会

（
電
機
懇
）
と
電
機

・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
が
共
同
で

「
１
７
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
葉
書
」
を
全
国
で
行
い
、
日
立
懇
も
10
月
下

旬
か
ら
２
ヵ
月
間
取
り
組
み
ま
し
た
。

集
計
結
果
の
特
徴
は
、

「
生
活
が
苦
し
い

・
や
や
苦
し
い
」
と
い
う
回
答

が
57
％
と
な
り
、
生
活
に
必
要
な
賃
金
改
善
額
は
３
万
円
以
上
が
77
％
と
な

り

（紙
面
左
側
の
グ
ラ
フ
）
、
加
重
平
均
で
３
万
４
２
０
３
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

正
規
労
働
者
は
２
０
０
９
年
の
３
３
８
０
万
人
か
ら
２
０
１
５
年
に
は
３

３
０
４
万
人
と
76
万
人
も
減
少
す
る

一
方
、
非
正
規
労
働
者
は
１
７
２
１
万

人
か
ら
１
９
８
０
万
人
と
２
５
９
万
人
も
増
加
し
て
い
ま
す

（
厚
生
労
働
省

「
労
働
力
調
査
」
）
。
年
収
３
０
０
万
円
未
満
の
労
働
者
が
１
９
９
７
年
の

４
６
．
３
％
か
ら
２
０
１
２
年
に
は
５
５
．
１
％
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

非
正
規
労
働
者
を
増
や
し
た
結
果
、
賃
金
水
準
が
驚
く
ほ
ど
下
げ
ら
れ
て

お
り
、
非
正
規
や
未
組
織
労
働
者
な
ど
職
場
の
全
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
を

実
現
す
る
こ
と
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か
と
な

っ

た
職
場
の
実
態
や
要
望
に
照
ら
し

て
、
電
機
連
合
が
要
求
し
て
い
る

３
千
円
の
要
求
は
、
職
場
の
声
を

反
映
し
た
額
と
は
到
底
言
え
ま
せ

ん
。毎

月
勤
労
統
計
で
16
年
11
月
の

実
質
賃
金
は
０
．
２
％
減
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
賃
上
げ
が
実
感
で

き
ず
、
実
際
に
賃
金
が
上
が

っ
て

い
な
い
中
で
、
労
働
組
合
は
春
闘

の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
賃
上
げ
が

実
感
で
き
る
額
を
要
求
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

＜発行＞
2017年2・3月
第２２０号

日 立 関 連 労 働 者 懇 談 会

〒105-0004 東京都品川区二葉2-20-8
染野ビル２Ｆ

（電機労働者懇談会気付）
TEL(03)-6421-5323 FAX(03)-6421-5324

日 立 懇

3千円ではゼロ
が1つ足りない

★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6355-2905 ( 森 )

実
現
し
た
の
は要

求
額
の
40
％

１７春
闘

ベア要
求

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

「
３
万
４
千
円
」
が
必
要
！

ベアは34,000円の要求を!
自
動
車
と
電
機
の

ベ
ア
要
求
は
３
千
円

実感できる賃上げを！

春闘

職
場
の
声
を
反
映
し
て
、
実
感
で
き
る
賃
上
げ
を
！

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://www.hitachikon.org

★仕事、生活の相談もお寄せください。

Eﾒｰﾙ:info@hitachikon.org

または、下記の「もよりの連絡先」へ

非
正
規
や
未
組
織
の
賃
上
げ
を
！

働き が いの ある 人 間ら しい 仕 事を

17春闘要求アンケート その他の結果 生活実感は？

困っていること・不安なこと

処遇制度で困ること

生活改善に必要な増額



日立リストラかながわ対策会議に加入して、日立

の「黒字リストラ、常時リストラ」と闘った日立戸

塚（日立通信ネットワーク事業部）の田中さんは、

今年１月１日付けで職場復帰しました。田中さんの

職場は去年５月より、日立ＩＣＴビジネスサービス

（略日立ＢＳ）という日立子会社へ業務移管されま

した。田中さんは、労働条件の大幅な引き下げ（賃

金３割カット）を伴う子会社への転籍は到底できな

いとして、2016年９月９日［転籍強制禁止］命令

仮処分の申し立てを横浜地方裁判所へ起こしました。

裁判では
田中さんへ会社は「転籍同意を求めた事実はない」

として、申し立てを棄却すべきと裁判所へ上申して

いました。しかし、田中さんは、職場の４１名の出

向者が、仕事を外される不安から、「転籍」を余儀

なくさせられた実態など証拠を提出し、ほとんどの

出向者は異議を述べることなく「転籍に同意させら

れている」と主張してきました。

内容は
本裁判は勝利解決しました。田中さん側は「和解

協定書」のなかに、「転籍には強制的に同意を求め

ないことを確認する」とした書面の取り交わし求め

ましたが、会社側は、裁判所での調書にさえ、書面

に残すことに応じませんでした。しかし、会社は記

者会見で朝日新聞に「転籍の強制などはなかったと

認識している」と答え、「転籍強要」に対する見解

を示したものとなりました。

職場では
昨年暮れの納会では、田中さんの職場復帰の話題

と激励で包まれました。田中さん談「よくやった。

勇気に感銘した」と励まされ嬉しかったです。

リストラ攻撃を跳ね返すためにも、田中さんの勝

ち取った成果を活かし、たたかっていきましょう。

時
間
給
の
い
い
夜
勤
を
外
さ
れ
、
出
向
社
員

か
ら
派
遣
社
員
に
も
変
更
さ
れ
、
給
与
が
下
が

り
、
飼
い
殺
し
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

（
三
菱
日
立
）

そ
の
日
暮
ら
し
を
や
め
た
い

（
日
立
秋
葉
原
）

生
活
必
需
品
の
物
価
は
高
い
と
感
じ
ま
す
。

ベ
ア
が
有
っ
て
も
、
物
価
高
で
は
、
生
活
に
ゆ

と
り
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

（
日
立
超
L
）

賞
与
減
ら
し
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、

退
職
を
考
え
始
め
た
管
理
職
が
い
ま
す
。
組
合

員
も
月
俸
者
の
賞
与
を
聞
い
て
管
理

（
月
俸
者
）

に
な
り
た
く
な
い
と
。

（
日
立

大
み
か
）

年
金
も
貰
え
て
い
な
い
の
に
シ
ニ
ア
勤
務
の

給
料
が
安
す
ぎ
る
。
退
職
金
を
食
い
つ
ぶ
し
て

し
ま
う
。

（
日
立
T
M

旭
）

子
育
て
が
来
年
か
ら
始
ま
る
。

給
与
が
低
い
た
め
妻
を
パ
ー
ト
に

出
し
た
が
子
育
て
と
両
立
が
難
し

い
。
配
偶
者
、
子
供
手
当
が
欲
し

い
。

（
ル
ネ
サ
ス

武
蔵
）

長
時
間
残
業
対
策
で
上
限
が
80
時
間
と
な
っ

た
が
、
制
度
だ
け
が
先
行
し
て
残
っ
た
仕
事
を

ど
う
こ
な
し
て
よ
い
か
困
惑
し
て
い
る
。

（
日
立
関
連
職
場
）

人
が
足
り
な
い
！
２
人
分
の
仕
事
を
す
る
の

は
当
た
り
前
で
、
と
き
に
は
、
４

・
５
人
分
の

仕
事
が
同
時
に
降
っ
て
き
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り

ま
す
。
事
業
が
赤
字
だ
か
ら
人
を
増
や
せ
な
い

状
況
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
仕
事
に
潰
さ
れ
そ
う

で
す
。

（
日
立

大
み
か
）

人
を
減
ら
し
て
お
き
な
が
ら
、
人
が
足
り
な

い
為
、
勤
務
変
更
な
ど
。
４
勤
２
交
替
～
３
勤

２
休
へ
突
然
の
変
更
な
ど
。
会
社
の
や
り
た
い

放
題
で
す
。

（
ル
ネ
サ
ス

那
珂
）

男
性
社
員
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
辞
職
を
す
る

つ
も
り
だ
が
、
職
場
は
そ
の
後
改
善
す
る
こ
と

も
無
さ
そ
う
な
の
で
、
と
て
も
む
な
し
い
。
周

り
の
社
員
も
わ
か
っ
て
い
る
の
に
！
！

中
堅
社
員
の
教
育
も
し
て
ほ
し
い
。

職
場
の
平
均
残
業
は
６
０
時
間
。

（
日
立
Ｊ
Ｃ
空
調
）

担
当
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
残
業
時
間

が
変
わ
り
ま
す
。
残
業
規
制
に
よ
り
、
仕
事
が

や
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

（
日
立
関
連
職
場
）

若
手
社
員
が
少
な
く
、
人
員
削
減
で
高
負
荷

が
続
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
先
が
不
安
が
あ
る
。

（
日
立
オ
ム
ロ
ン
）

忙
し
い
時
に
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣

社
員
を
沢
山
雇
い
、
暇
に
な
る
と
切
り
捨
て
る

構
図
を
な
る
べ
く
減
ら
し
て
、
少
し
で
も
多
く

の
人
、
人
間
、
社
員
だ
け
じ
ゃ
な
い
地
域
が
潤

う
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

（
日
立

大
み
か
）

一
度
グ
レ
ー
ド
が
上
が
っ
て
職
制
に
な
る
と

さ
ほ
ど
働
か
な
く
て
も
高
給
が
保
障
さ
れ
る
。

そ
れ
以
外
の
大
多
数
は
い
つ
ま
で
も
グ
レ
ー
ド

が
上
が
ら
ず
飼
い
殺
し
の
ま
ま
働
い
て
い
る
。

日
々
、
不
本
意
な
思
い
を
感
じ
て
い
る
。

（
日
立

神
奈
川
）

低
賃
金
で
不
安

求
む
労
働
時
間
短
縮

『サービス残業は無くせるのだろうか』

電通社員の自殺事件がメディアや行政に取り沙汰されて束の間、厚労省や労

基署が、違法企業を公表する動きに出た。それをうけて、職場では働き方改革

がすぐに実行された。20時迄に退社する、残業制限1ヶ月あたり80時間と。この運動は、

準備期間後今年1月から本格実施された。その結果、残業は原則1ヶ月70時間迄となった。

しかし、20時過ぎにサービス残業があるため、拒否の意思表示が必要だと思う。働き方への

関心が高まることにより、働く環境を少しずつ変化させる追い風が吹いている。

投
稿

転籍強要を跳ね返す
仮処分申し立てで勝利解決

求
む
職
位
是
正
を 歓

迎

日
立
工
機

米
投
資
フ
ァ
ン
ド

に
売
却

日
立
製
作
所
は
連
結
子
会
社

で
あ
る
日
立
工
機
を
米
投
資

フ
ァ
ン
ド
の
コ
ー
ル
バ
ー
グ

・

ク
ラ
ビ
ス

・
ロ
バ
ー
ツ(

K
K

R)

に
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す
る

全
株
式
を
配
当
金
を
含
む
総

額
約
７
５
０
億
円
で
完
全
売

却
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

工
機
は
上
場
廃
止
と
な
り
、

K
K
R
傘
下
に
な
り

一
定
期

間
を
経
て

「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
は
使
え
な

く
な
り
ま
す
。
日
立
は
社
会

イ
ン
フ
ラ
や
情
報
通
信
事
業

に
経
営
資
源
を
集
中
さ
せ
る

方
針
で
、
非
中
核
の
モ
ノ
作

り
事
業
の
売
却

・
譲
渡
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

職
場
で
は
社
長
の
説
明
だ

と

「
外
資
へ
の
売
却
が
成
長

戦
略
だ
と
言
う
が
何
も
見
え

て
来
な
い
」

「
仕
事
と
雇
用

は
変
わ
ら
な
い
と
言
う
が
い

つ
ま
で
の
こ
と
か
信
用
で
き

な
い
」
な
ど
、
先
行
き
不
安

と
日
立
本
体
へ
の
不
信
の
声

が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。


